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論文内容要旨
緒嘗
 椎弓切除部位の衛後修復過程に関しては臨床的には一般によく知られているが,しかしその
 病理組織学的観点からはなお明らかでない、点が少なくなく,轄に術中における種々の機械的刺
 戟や,手術に際し不可避とされる硬膜内外の出血が術後の組織化瘢痕化,ないし癒着によウ脊
 髄及び神経根にいかなる影響を及醸すかにつ添ては,それがきわめて重要な問題であるにかか
 わらず・その輿態がなお+分に把握されているとは云いきれない。我々が実擦の擁床に発いて
 椎弓切除術の術後々遺症患者の再手術所.見を見るに,髄膜外に厚い瘢痕形成をみることがしぱ
 しばあり,この瘢痕が神経根を紋擁して“ることが少なくない。この嫌な所見は当然椎弓切除
 術に際して不可避とされる出血一血腫吻轄合織に置換されることに基くと考えられるが,か
 くの如く出面ないし血腫が臨床上の重大な後遺症障害ぞ惹起する事実から,この実態を追究し
 ひいては如何にしてこれを最少限に食い止め褥べきやを知ることはきわめて重要な問題で謬る
 と考えられる。著者は動物に驚いて実験的に椎弓切除術を行い・これらの,煮を究明鷲んと試み
 た。
実験方法
 体1霞2=5～59K城熟家兎7G羽をr用い,180myもa!書鋪氷麻酔後腹臥位簗櫨1足しLwV置～
 SW蕊間で神経根が充分露呈する様に椎弓切除術を行い・骨および軟部親繕脊椎管壁の内椎骨
 静豚叢推問孔部の椎間瀞豚よりの出血一特に脊髄膜及び神経根周辺の一に対し,1)微温食塩
 水ガーゼで圧抵生血したことを確かめた後,』次的縫合を行った群(1-Nαcl-g群と略称)
 2)αela犠n8迎。ぬgeで同様に止血後・これを残置し,一次的縫合を行った群(混一G
 -S群),5)Ox1徹1zeαGelluloseで止血後,とれ磯麗し.纐勺縫合を行った群{算瞬G-
 G群)}4)G¢1aUnSpo且geにり臼Mo通boぬ且ase様物質(齎最名Gl&ude且)を
 浸したもので止血後,これな残置し,・一次酌縫禽鯉行った群(}V-S-0群),5)Poly-
 vlnylpyrrohaen(乳V.景..)末とGela硫ユspoユgeで止血後,これ牝残置し,
 一次的縫合を行った群(V一欝一S群1)の5群に分ち昏々工Z54.丘7週毎に屠殺,フオルマ
 リ燗定靴豚・パラフイ泡畷讃醐触織し・ヘマトキシリソ・エオジ痩染鱈
 ワンギーソン膠康線維染色,・マ挺す←融織染色遭訊ピールマイヤー髄鞘染色を行い,主とし
 て脊髄膜,神経根・とその周囲に形成された結合織の状態蕉観察した。
 案験5.成纈
 昏群ともに1～2週葦では脊髄膜・神経根・挿λ物の属囲に円形細胞浸潤・線維芽細胞の増殖死
 認める。1-NaO1-9群では次第に結'合織:が増然し,第6週に至つ神経根内部に婆で結合織
 が侵入,第7週では神経根外鞘と疲痕雛癒着の強いものが多い。五一(}一8群では第3～4遍
 に脊髄膜,神経根外輪周囲に軽度の結合織形成をみ,これが第6～7週には脊髄膜,神経根外
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 と癒着を生ずるが1-N哉Gl-g欝に比しその程度は軽い。%1縦UnSpongeは第3週頃
 よウ異物臣細胞を食む肉芽組組織によワ吸収されはじまるが第7週に至るもな潟残存している。
 しかし吸収に臆し線維芽欄胞の関与が割合に少ない。阻隔〇一G群では第2週日頃よウ異物巨
 細胞を含む細胞成分に富んだ肉芽組織が脊髄膜糠経根外鞘,挿入物の周囲に出現し,挿入物の
 吸収がはじまり,第ア週には挿入物はこの肉芽組織によワ吸収置換され,癒着は5群中景も少
 ないoN一・S-C群,V-P-8群は1-NaGエーg群と比較し瘢痕形成は少ないカ㍉玉一{}一
 S群との間には有意の差を認めなかった。神経組織の変化は第5週頃まで神経隷維の変性を見
 るが,その後には変化奪認めない。
 こお頓するに1)工一驚G1-9群.では慶迫と雰う操作力窪とじて止曲効果徹期待するもの幣琵綱管内被層
 が粘謝る膠藻好暉迫獄励流が緩優となワ概鵬血栓によ噛管腔が閉鎖さ儲る轡瞬断
 の2つの懸騨三作駕するのみである分で,出血性の漁る場合や,死腔等による後出面の駕それある場
ウ
 合の効果が十分でなく,術後手術部に形成される結合織の量が飽の群に比し多く,この瘢痕と
 髄膜,神経根との間に癒蒼を生ずる傾陶が強い。また機械的圧迫を行う際髄膜,神経根にも圧
 迫力が働巻・その影響として袖経線維の変性が他の群よウ長い期間残る傾陶があるが・この変
 化は必ずしも不可逆性のものではない02)笈一G-S群ではGel&㌻1葺Spo捻geの多孔
 挫講造により吸着された血液中の血小板が本物質と接触破壊され,広義のThτσ皿rbO揖一
 asUnに包含される凝固促進因子が(}ela七工nSゑ。鍛geの内外に産出され止血作用を発
 揮するものと考えられる。さらにGe1&U皿Spoロgeは血液を吸って容積を増大,二次的
 に出血部な圧迫する作用をも有する。したがって凝固段子の他に駆着茜子栓細胞因子等速ウ多
 くの比抽因子が作用することになウ,よワ十分な止血が期待される。しかし一万このものの挿
 入後の異物性組織反応ではあま9多数の線維芽細胞の関与がなく瘢痕形成はエーNaG1-g群
 に比し少ないし,神経組織への影響も殆んど見られなかった。3)租一〇一G群ではG撤。-
 ulo郎cacldたるOxy・elは典液滲透蟹と同時に血液のpH麹変化させ,血液を吸って
 膨化状態にある線維間に凝國反応な起した血液蛋白が固蒼し,出血点碧閉鎖し創蔵を外部よワ
 圧迫,この勉Gluc濃Onlc,acidの'艮改e皿oglOb1且に対する親秘儀による止惣作用
 もあウ章この2つの作用で止血作駕を発擁するものと考えられる。挿入されたOxyce工は異
 物巨細胞,その地の食細胞によウ吸収され,第7週では大部分がこの肉芽組織によワ吸収置換
 されるが,肉芽組織の形成は軽微で結合織の形成は勉の4群に銘じ最も少ない。
 4)W-S一鳴群に燗恥では'Clauαenが肺臓よ・ワ抽出ゼる'駈恥励ゆ一
 汝漁a8研様物質と・し'で血液凝國を促進する作溺があワ.本爽験ではこれを¢ela雛B
 8po且goに浸して使駕して見たが1-NaGl-9群に比較すれぱ術後の搬形脱は少なレ・が
 〔}e1&t1避Spo為geのみを便用した涯一G-8欝との間に有意の差は認められなかったq
 5)VrP-S群ではP.V.P.が癒着せんとする線織間に介入し機械的にその組織間の接触
 を妨げると同時に薬物作馬として麟の刺戟緩漁作用を有することを期待したものである。し
 かし本騨も1-N&Gi-g群に比較すれぱ術後の瘢痕形成は少ないが・G¢1aU澄8ponge
 のみ便用ゼる璽一(}一S群との間に有意の差π認められなかった。
 以上の輿験結果からみると,上寵5群のうち腿一〇一G群のOxycelは術後の肉芽継織形
 成が軽微で,術後の瘢痕形成は他の4群に比し最も少なかった。したがって臨床応駕の価値も
 もっとも高“ものと一応評価される。しかし異物醐織反応を惹起する性質は皆無とはいいが
 πく,鵬床的に便駕する際は必要最少限の量智便罵すべきであろう。今後この方面への新らし
 い探索が更に必要であると考えられる。
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 審査結果の要旨
 近来,腰仙椎罰への侵襲は整形外科方面できわめて頻繁に行なわれている。この際椎開板ヘ
 ルニアを撫i余した後にもしぱしば神経痛様の症状或いは新たに1術後後遺症の発薬がみられるこ
 とがしぱしばで,これは手術に瞭し不可避とされる硬膜内外の出血が備後(∂組織化・瘢痕化に
 より,髄膜並びに神経根に影響を及ぼすためと想像慈れる。碧海は成熟家兎70羽を購恥腰傭
 椎部で禅経根が十分露呈するように椎弓切除術を行なレ、骨及び軟部組織,脊椎管壁等よ勢の出
 血に対し5種類の止愈操作を加えて4次的に創を閉じ・これを透過屠殺して・主として髄膜・
 神経根遊びにその周囲に形成された結合織ないしは瘢痕の発生状態,並び脊髄神経根への障害
 的変化を観察,ヒトにかけるi爵様手術の際の変化を推論し,治療上の参考にせんとした。
 その実験結果を要約するに,1)手術中の繊細を生理的食塩水ガーゼで圧迫止鋤した群では
 管内被暦が桔費する膠蒼因子と,慮凱功搬灘緩慢となり栓細胞盈L栓により血管腔が閉鎖【され止
 血ナる栓綱胞因子の2刎二血因子輝瞬珍覆みで効果が十分でなぐ,術後手術部に形成される結全紙
 の量が多ぐ,髄膜神経根との聞に癒着を生麺傾向が強砧また圧迫という機械的荊載によって神
 経線維の変{扮葺眩ヌ洋より長レ・期間残黎頃向力輪2)オ2舞として〔}e■韓tiエ/-8po狙ge(融罵凪).
 を挿入北面したものはその多孔性構造により吸着された血液中の面心板が黍物質と接触破壊さ
 れ,広義のThτo叢りoplas芯三夏に包含香れる凝固促進園子が産出され止血1作屠を発揮・する。
 さらにSponge工は血液を吸って容積を増大,これらにより,よ抄強い止血因子が作肩する。
 しかしてSpoロ98エ挿入による異物性組織反応1は意想外に少なかった05)第5群はつxエー
 α1zedogl■疑エ088(Oxyo傷1)で講様に北面したもので}血液滲透圧と岡持に.面液の
 pHを変化させ,線維賜に血液蛋白;が園蒼し,出動点を閉鎖ンこの惣(}luoにエonエ。菰oiα
 の葺ae皿αag工obi且に対する親繍1生による血⑳作㎎もあり,この2.つの相乗で止血作男を
 発揮する。挿入されたOxycelは異物羅細胞?その飽の食細胞によ診吸収され,肉芽組織の
 形成は軽微で結合織の形成は池の4群に比し最:も少なかつ牽04)特殊な此面剤として脇臓よ
 う抽出せる了豆ro皿boki慧εしse様物質(Glaud溜慧)を前…諺Sponge工に浸して便零した
 第4群季5)Poエyvinyユpyr蒙olid.en末と8PG葺981で1ヒ蝕した第5群は1…ずれも
 Sp◎且geエのみの第2群との聞に1有』意差は認められなかった。
 著者の以上の輿験結果によれば享一応第5辮のOxyoe工便用が術後の瘢痕形成軽微等の点
 で他の4群に比し最!もよい結果を僻たようであるがしかし・異物1生組織反応1を惹起する1盤質は皆1
 無とはいNがたく,今後更にこの方園への新しい探索が必要であると述べていることは正しい
 見解と思われる。
 よって本論丈は学位を授与するに値するものと認める。
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